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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）
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法人名 合同会社　聖恵会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

訪問調査日 平成２５年１１月１６日

　隣人愛の理念に基づき、地域密着型の介護施設として、自治会の役員さんや近所の方たち、家族の皆様方に支
えられて３年が過ぎました。（３周年記念として映画会を開催）　　この夏は猛暑で聖恵会の２介護施設では熱中症
で倒れることのないよう、また利用者の皆様が病気にかからず暑い夏を乗り切れるよう「うなぎツアー」を計画しﾐｷ
ｻｰ食の方にもうなぎを味わって頂けるよう職員一同で努力しました。また、老人と子供たちのふれ合いを通して高
齢者の皆様が「生きる喜びと元気を養えるように」との願いの基に「花の日の子どもたち２０名訪問」「地域中学生体
験学習」とのふれあいの機会を持ちました。　地域との交流にも力を入れて地域文化祭への出品、芸能祭のカラオ
ケ大会出場等継続して毎年参加しております。　私共小さな施設はほとんどの行事はハウスもケアセンターも合同
でしています。　恵みハウスでは介護を必要とされる皆様方に温かい家庭的な環境の中で愛と思いやりの介護・支
援　ができるよう努めます。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
　併設の小規模多機能事業所のホール（食堂と居間）を使って「さつま芋パーティー」が開かれ、ホー
ムからも数人が参加した。ホームの菜園で収穫したさつま芋を材料として使い、地域のボランティアグ
ループから７名の応援を得て、数々のさつま芋料理が食卓に上がった。
　利用者、家族、職員とその家族、体験学習に来た者を含む地域の小・中学生、ボランティア、往診に
来たマッサージの先生、そして評価員が２名と、実に６０名がさつま芋料理のご相伴にあずかった。利
用者が自慢の“のど”を披露し、カラオケや詩吟の朗詠には、家族の涙を誘う場面もあった。
　飛び入りのマッサージの先生の「昴（すばる）」の熱唱で幕を閉じたが、地域の支援（交流・連携）の大
切さを再認識する一日となった。

基本情報リンク先

岐阜県関市大平台１４－５所在地

恵みハウス



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

理念に全く反することであり、利用者様との
信頼関係を第一としているので、ケアに当た
る職員が交互に休憩をとってストレスを溜め
ないようにしている。

毎回の運営推進会議には市役所の方が気
軽に声をかけて下さり、パンフレットなどで他
の施設のことなど例に挙げて当施設の実情
に助言をして下さっている。

運営推進会議には、必ず市の職員が参加し
ており、事業所の状況は伝わっている。疑問
点がある場合や制度変更時の不明点は、即
座に行政に問い合わせることとしており、関
係は良好である。

利用者様の安全を守るにはどうしたら良い
のか、どうしたら自由を束縛しないでいられ
るのか、職員と共に話し合っている。ケアセ
ンターとハウスとを自由に行き来して頂き、
職員間で連携している。職員が一人対応時
には施錠している。

職員（管理者等）のいる事務室は小規模多機
能事業所側にあり、ホーム玄関には目が届
きにくい。通常は施錠されていない玄関の扉
も、利用者の安全が確保できないと判断した
場合には施錠している。

利用者様のご家族、近所の方、利用者様が
通われる教会の「認知症」についての学び
など情報交換や情報共有をしたり、おやつﾂ
ｱｰなど外出時には周りの方たちにつなげた
りしている。

運営推進会議には特に自治会の方々が関
心を持ってくださり、役員さん方が催し事に
誘ってくださったり、利用者さんになごんで
頂けるようレクﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの方を紹介して下
さったりしている。

併設の小規模多機能事業所と合同で運営推
進会議を開催しており、２事業所からの現況
報告の後、懸案事項の検討や意見交換を
行っている。ただし、「目標達成計画」への言
及がない。

３項目の目標設定に対し、完全に達
成したとは言えない状況である。会議
メンバーをモニター役とし、取り組み
の進捗報告や意見交換を行って、達
成への道筋を見出してほしい。

業務についての話し合い時、玄関、応接室
など至る所に「隣人愛」の理念が掲げてある
のに立ち帰り隣人に仕えることに主眼をお
いていることを確認し合っている。

法人理念として「隣人愛」を掲げており、併設
の小規模多機能事業所の利用者をも合わ
せ、２事業所が分け隔てのない支援を展開し
ている。

自治会の避難訓練や芸能祭などに誘ってい
ただき、また当施設の畑の収穫や土おこし
など自治会役員さんや近所の方たちが手
伝って下さる。５月の「３周年記念」には沢山
の方が集ってくださった。

地域住民の助けで、今年もさつま芋の収穫
にこぎつけた。調査日当日、隣接の小規模多
機能事業所のホールを使って「さつま芋パー
ティー」が開催され、ここでも地域のボラン
ティアグループ７名の応援があった。

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

現場で一緒に仕事に当たる機会が多々あ
り、工夫をし合ったり、マスコミや本や講演
会などで得た知識や方法を試して工夫を共
有している。また学びたい職員には積極的
に研修に行ってもらうシフト作りをしている。

同業者といつも交流しているわけではない
が居宅のケアマネ会に入れてもらって情報
を得たり、勉強会に参加している。

毎朝のミーﾃｨング、事あるごとのリーダー
会、業務についての話し合いを持っている
が、外国籍の職員には文化の違いや言葉
使いの機微が理解できていない所があり、
苦慮している。

文化の違いや言葉（文字）の難しさを、外国
籍の女性職員たちが必死に克服しようとして
いる。電子辞書や携帯電話の辞書機能を駆
使し、介護記録や自らの意思を的確に伝えよ
うとしている。

労働基準を達成することを旨とし、人員配置
を手厚くし、労働環境の改善をはかってい
る。OFJTで教育の場を与えたり、有給をとる
機会や産休、育休をとる機会を与えている。

特に今回契約内容を市役所と相談しつつ一
部変更し、各家族様に十分に説明させてい
ただいているし、質問にも応じている。

運営推進委員会で発言していただいたり、
日常面会に来られた時、電話やメールでも
要望を聞かせてもらっていて、その都度説
明して理解してもらっている。

遠隔地に住む家族も、都合をつけてホームを
訪問している。職員は家族からの情報収集
の機会ととらえ、意見や要望を聞き取って支
援に反映させようとしている。

実際成年後見制度を利用する意思を固めら
れた親族の方との関わりで必要性と困難さ
とかなりの時間がかかることなど職員と共に
学ばせて頂いているとともに今後の必要性
をもそれぞれに感じている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

当施設のごみ袋をたたむひと、たたんだ袋
に記名する人と連携をとってもらったり、言
葉が中々出ない人に毎日話しかけたり、
歌ったりして下さって発語が可能になったり
と支え合っている面もある。

家族様の協力が無ければ介護は困難を極
めますので些細な事でも日頃から家族の方
に連絡を取り、必要に応じて来ていただき、
話し合うことにしている。

寝たきりの利用者様の昔のご友人をお連れ
した。またお若い頃作られた袋を補聴器入
れにして夜間預からせていただく約束がで
きたり、昔通勤された道路をドライブしたりと
懐かしい思いをしてもらっている。

目が不自由な女性利用者は、かつて隣接の
小規模多機能事業所を利用していた。彼女
は、日中を住み馴染んだ小規模多機能事業
所で過ごし、何一つ不自由なく暮らしている。

ご本人家族にまず何が必要か、その為には
当施設が妥当かどうか話し合い、当施設と
なれば無理のない利用となるよう連絡し
合って進めて行く。

ハウスには特に医療を必要とする方が数名
おられる。それ以外の方とは職員と共に洗
濯ものたたみやゴミ袋の記名をしてもらった
り、新聞整理をしている。

アセスメントで得た情報を職員と共に吟味
し、まず信頼関係を築くことがまず大切であ
ることと守秘義務を守ることを特に申し合わ
せている。

特に家族様が不安に思われないよう、また
困られたことがあったらいつでも気軽に話し
ていただけるよう機会をとらえて声を掛けて
いる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

職員の半分近くが外国籍であり、言葉や文
化の違いが大きいが懸命に日本語に挑戦し
ている。記録を読むだけでは理解が困難な
為記録の形態を質問形式にしてみた。

外国籍の職員でも利用者と和やかにコミュ
ニケーションがとれていることが多々ある。
真のニーズを抽出できるようスタッフとのコ
ミュニケーションも大事にしてその背後にあ
る利用者像を推し計るよう努めている。

日々の介護記録、申し送り、実際関わって
みて一人一人のできることや困難な事をふ
まえていくともに一緒に広告たたみなどしな
がら昔の輝いた頃の話を聞かせてもらって
いる。

ADL中心のﾌﾟﾗﾝとなり易く、一人一人の真の
思いに気付けるようさらに関係者との話し合
いの結果を洞察して介護面でのﾌﾟﾗﾝがより
本人の思いにそえるよう努めていきたい。

ＡＤＬ中心であった介護計画を、意識的に「思
いや意向をかなえる」プランへ変えようとの意
識はある。ただし、職員への周知・理解には
温度差があり、標準的な取り組みとはなって
いない。

「個別ケア」実践のために思いや意向
を把握することは必定であり、全職員
の共通理解が必要となる。ミーティン
グ等によって、意識付けを期待した
い。

アセスメントを重ねるごとに利用者様を少しずつ
理解できることもあるが真の思いや意向を理解
できるよう、できるだけ朝方や夕食後に個人的に
話を聞かせてもらっている。家族が来られた時に
は話を伺って利用者様像の把握に努めている。

高齢化、重度化が進行し、利用者が思いや
意向を表出する機会が減っている。「目標達
成計画」に取り上げたが、利用者との日常の
会話やしぐさから意向をつかむに至っていな
い。

「すぐに実施できること」、「介護計画
につなげて取り組むこと」等、情報の
処理ルールの構築を期待したい。

遠方の家族が来られた時、面会に来られら
た時、利用者さんとのお茶のひと時など話を
聞かせてもらっている。これを続けないと立
体的に分かってこないのでできるだけ現場
に行くようにしています。

特養に行かれた方をたずねて覚えていて下
さったり、また急死されたかたのご家族をた
ずねたり、ターミナルにあるかたの病院をた
ずねて見舞ったりしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

消防署立ち会いの下通報訓練、消火器取
扱い訓練を実施し、３月には施設で防災訓
練、１０月には地域の防災訓練に参加した。
大きな災害には当施設が避難所として協力
することになっている。

市の社会福祉協議会からの依頼を受け、大
規模災害時の緊急避難所としての役割を持
つこととなった。地域の合同防災訓練には利
用者と共に参加する等、防災に関する職員
意識は高い。

ご利用時にご本人、特にご家族に救命救急
に関しての同意書を取り、ﾄﾞｸﾀｰの指示を受
けながら支援しているとともに常にご家族と
相談しながら、一つ一つ了解を得ながら進
めている。この時ﾍﾙﾊﾟｰでは医療行為がで
きない事を了解してもらっている。

ホームとしての支援の限界を利用開始時に
伝えており、利用者・家族から方針について
の同意書を取っている。基本的には、利用
者・家族の意向に沿って、可能な限りの支援
をしようとしている。

まず併設のｸﾘﾆｯｸﾄﾞｸﾀｰに報告し、現場に居
る職員（ﾅｰｽ、ﾍﾙﾊﾟｰ）が救命救急処置をす
る。ミーティングでは予想される危険につい
て随時話し合っている。

毎週木曜にｸﾘﾆｯｸﾄﾞｸﾀｰと管理職との話し合
いを持ち介護面でのｱﾄﾞﾊﾞｲｽを受けたり利
用者様のいつもの状態や家族のことについ
ても報告して医療面介護面合わせたケアに
ついて考えている。

介護情報を提供するとともにできるだけ見
舞い、情報を得て置き、退院時の診療情報
をﾄﾞｸﾀｰより情報提供してもらったり、退院ま
えのカンファレンスに参加させていただいて
いる。

利用者様の通う教会の人たちがして下さる
送り迎え、自治会の行事、散歩や外食先で
の地域交流、レクﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ来訪で生活に楽
しみを持っていただけるよう努めている。

併設のクリニックが基本であるが専門外の
事には緊急時のみこちらから予めご家族か
ら聞いている医療機関にｸﾘﾆｯｸﾄﾞｸﾀｰの紹
介状持参でお連れしている。

隣接のクリニックがホームの運営母体である
ことから、全ての利用者がかかりつけ医とし
て受診している。調査日当日も、職員が車い
すを押して通院介助する姿があった。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

特に栄養補助食品が必要な方、最低水分
摂取量が決まっている方には繰り返し申し
合わせている。他にコーヒーにこだわりがあ
る方には家族様にお願いしてこだわりの
コーヒーを提供していただいている。

寝たきりの方などは全介助で口腔ケアをさ
せてもらっている。他の自分でできる方は声
掛け確認している。

定期的に床屋さんにお連れしたり、移動が
困難な方やこだわりが有る方には訪問の美
容師さんが好みにあうようカットして下さって
いるし夜勤が朝整容時に気をつけている。

施設の畑で収穫したカボチャ、サツマイモ、
キュウリ、また近所から頂いた里芋などで利
用者様に料理のアイデアを伺って工夫した
り、ホットプレートを皆さんで囲んで、タレも
選んで食べて頂いている。

ご飯は事業所で炊くが、昼食と夕食のおかず
は給食業者の宅配を頼んでいる。利用者の
ペースに合わせて食事を摂っており、早く食
べ終わった利用者は、訪問マッサージ師の
治療を受けていた。

退屈されないよう声掛けして利用者様の思
いを推し量ったり、いろいろなレクを提供して
それぞれ無理のない様に自由に自分を出し
て頂けるよう配慮している。

一人一人の生活歴、背景、思いなど新しい
発見をしたときはスタッフ間で共有できるよ
うスタッフ間のコミュニケーションも大切にし
ている。が希望に添えているかどうかはいつ
も課題である。

利用者様情報の守秘義務はいつもミーﾃｨン
グ時に申し合わせている。気楽なおしゃべり
にも差別語がないか、情報をもらしていない
か注意をするよう常に申し合わせている。

昼食時、目の不自由な女性利用者への言葉
かけには、特別の配慮が見られた。職員がメ
ニューの内容や食器トレイの中の場所を丁
寧に伝え、利用者のハンディキャップを最小
限にとどめていた。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

全員とは行かないがセンターで自治会主催のカ
ラオケ大会に出たい人が有り、応援に皆様と出
掛けたり、外食の希望を一人一人聞いてﾒﾆｭ-が
そろっていそうな所に皆様おつれしている。また
天気を見て散歩にお連れして歌やおやつで過ご
して頂く。参加しない自由もある。

利用者の意向に沿うことを意識し、外出支援
に力を入れて取り組んでいる。外出を通して
地域との交流も活発になってきており、効果
が目に見えて出てきた。

服薬の自立の方でも確認させていただいて
いる。それとなく薬のの効能を話題にして名
前と日時を確認させてもらっている。

毎日曜の礼拝出席を希望しておられる方二
人に教会の役員さんと施設とで支援してい
る。
秋の自治会の作品展に出品するための編
み物や工作に余念がない。

ハウスは月水金が入浴日になっている。大
方の利用者様の生活習慣では夜入っておら
れたので夜にしたいが現状では困難であ
る。拒否の強い方はｹｱｾﾝﾀｰの方で機会を
捉えて２施設で協力している。

ホームの一般浴槽では対応が難しいと思わ
れる数名の利用者が、隣の小規模多機能事
業所の機械浴槽を使って入浴支援を受けて
いる。週に３回の入浴が基本である。

共同の生活の為に２１時消灯となっている
が利用者様によってはドラマに夢中になって
夜中までみておられることがあるが、多少柔
軟性を持たせている。２時間ごとの巡視で安
全を見守っている。

全員ではないが排泄表を作って間隔を掴む
ようにしている。また寝たきりの人にはその
排泄表が褥瘡予防にもなっている。尿便意
がいつまでもあるように昼間立たれたときに
トイレ誘導している。

寝たきりの利用者もおり、褥瘡予防を排泄支
援の延長として考えて支援している。排泄表
によってパターンを把握し、適切な声掛けや
誘導が行われている。

介護記録に排便ﾁｪｯｸがあり、それで便秘で
無いかチェックする。副食は外部委託だが
おやつは時々手作りで繊維系の多いイモ類
を使うことが多い。ひどい便秘にはﾅｰｽとﾄﾞｸ
ﾀｰが対応している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

居室、トイレ、リビング、また手すりの位置な
ど全盲の方がおられるので空間を認識して
頂けるようにテーブルや腰かけの位置など
変えないようにしている。

畳の部分で早朝のひと時利用者様らと洗濯
ものたたみにおしゃべりで賑やかになる。ほ
とんど胃ろうで寝たきりの方にはﾄﾛﾐのお茶
やプリンを持って訪室している。

家族の写真やお孫さんの写真また亡くなっ
たご主人の写真を大事に置いておられる。
全盲の方は点字の本や好きな編物や使い
慣れたバッグが覚えにしている位置に置い
てある。

居室には洗面台が設置されており、洗顔、化
粧、口腔ケア等に有効に利用されている。定
番ではあるが、ほとんどの居室に家族の写
真が飾られており、目の不自由な女性利用
者は点字の書籍を持ち込んでいた。

ｹｰﾀｲの所時は施設で遠慮して頂いている。
そのかわり施設の子機を使ってもらうことに
している。
手紙のやり取りはされている。ある方は教え
子さんからや

玄関や居間はシンプルで小ざっぱりしてい
ること、掲示する物や場所は決められてお
り、その範囲内でしている。バス、トイレは常
に感染症を予防する観点から清潔にするよ
う申し合わせている。

ホームの食堂兼居間は日常的な生活の場と
なっており、併設の小規模多機能事業所へ
出かけて行って非日常（イベント、行事等）を
満喫することも多い。さつま芋パーティーにも
数名が参加しており、双方の行き来は自由で
ある。

現金やｹｰﾀｲは施設で遠慮して頂いている。
ハウスは家族から預かり金を預かり、床屋さ
んや美容院、医療費、薬代、日常の物を購
入している。電話は施設の子機を使ってもら
うことにしている。
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